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マリアナ・トラフ北部の拡大過程の研究

－「しんかい6500」第142潜航概要報告 －

山 崎　 俊嗣'I　 湯浅　 真人‘'

マリアナ・ トラフ北部は，リフティングの初期（jﾋ韓 制度）から成熟した海洋底

拡大（北締18 度 ）に至る過程が観察できる点で，背孤海盆の形成過程を研究するう

えで最も酒 した場所の１つである。この研究 のためには，リフテ･f ンダから海洋底

鯊大へ，どこで，どのよ うに移り変わるかを竈L解 することが置要である。マ117 ナ 。

トラフの20 °～22 °Ｎ の地殼の性質については，海洋底拡大によ 。てできた海洋地殻

であるとする意見と，りフチ イングの遒んだ鳥弧地殻 であ るとする意 見がある。

「しんかい6500 」 第142 潜 航 の主な目的は，トラフの基盤を擒成する岩石を探取し。

地酋の起鐚を躙べることであ 。た。鏈航調査は，北緯21 度 付近 のダラーベンをｉ す

る断屬崖で行なわれ た。 このダうーペ ンは非対称な断面を持ち，若い年代の背弧洵

盆にしては異常に濛い5,3（X）ｍを超える水深を持つ。崖からはドレライ ｝，玄武岩 。

デイサイトが探取された。ドレうイトはトラフの基盤を構成する岩石と考えられ，

現在実施中 の化学分折により地殻 の起源が明かになると期待される。デイサイトは

崖から崩落し た転石と思われ，また風化が進んでいる。しかし，このデサ４ 卜は鑞

粒の玄武岩質捕獲岩片を多く含み，パイモーダルな火山活動の存在を示唆する点で

興味深い。このことは。 マりフナ・トラフの2 】゚Ｎ 付近 では。 たとえ 海樺底拡大が

始ま・ ていても， トラフ内には大量の鳥弧地餃の断片が残されていることを示唆す

る。

Study  on Rifting and Spreading in the Northern Mariana  Trough

Preliminary Report  of Dive 142 of Submersible "Shinkai $500"

ToshitsugH YAMAZAK1"  Makolc  YUASA"

The  northern  Mariana  Trough  is one of best places in the world  for studying

processor  the formation  of backarc  basin, because  it developssouthward  from

incipient  rifting (.24° N) to mature  sea floor-spreading (18CN).  For  this foal,

il is important  to understand  where  and  how  the transition from  rifting to

aeafloor'Spreading  occuj s. There  is a controversy  about  the nature  of the

crust  in the Mariana  Trough  between  20R and  22*N  ; oceanic  crust of seafloor*

spreading  origin vs. rifted island-arc  crust. The  major  objective of the dive
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142  of submersible  "Shinkai  6500"  is  to collect rocks  which  constitute the

basement  of the trough  and  know  the origin of the crust. The  dive was  carried

out  along  a fault scarp  of  an  graben  at  about  21R N. The  graben  has  an

asymmetric  cross-section, and  is anomalously  deep, deeper  than  5,300m,  for

young  backarc  basin. A  dolerlu,  basalt. and  dscite were  obtained  from  the

cliff. The  dolerUe  should be an constituent of the basement  of the trough,  and

we  expect to bt abl≪ lo kwo** the origin of the crvjat by  chemical  atialywfe

being  now  in progress. The  dacite may  be a talus brought  by  collapse  of the

cliff, and  is highly weathered  But  this rock  is notable  because  it contains

many  small  basaltic xenolith, suggesting  bi-modal  volcanism.  This  would

imply  that the floor of the trough  around  21R N is
 occupied  by  large  amount

of  fragments  ol rifted island-arc crust even if seafloor-spreadlng  has  started

there

１　はじめに

背弧海盆の形成経廻については以前より大きな

関心が持たれてきた。深洵掘削等，近年の詳しい

研究により，背弧海盆の形成過程における，リフ

テ４ングによる大陸（または島弧）地殻の伸張・

薄化の過程 の重要性が詔識されるようになった

(e.g. 玉木，1992）。 背弧海盆においては，海洋

地殻ではなく偶 長・湾化した大陸ｔ鳥弧地殻によっ

て占められている部分が従来考えられていたより

もかなり広いことかわかうてきた。

三日月形をしたマリアナ･トラフは活動的な背

弧海忿として知 られ（Ｋａrjg，1971 ），遅い砿大

速度の海底拡大系に分類されている（Ｈｕsｓ・ｎｇ

and Uyeda, 1982) 。その北端は， 伊豆・小笠原

弧の火山フロント上の火山である南硫黄島のすぐ

南，北緯24度付近に位置する。南に向かってりプ

ディングが道行し，トラフの椢が最大となる北緯

18度付近では海洋窿拡大が行われていることが確

実である。北部マリアナ・トラフは，リフティン

グの初期から成熟した海洋底拡大に至る過程を観

察することがで きる点で，背弧拡大のテクトニク

スの研究のための重要な地域である。

本小文は，北部マリアナ・トラフにて行われた

湯水調査船「しんかい6500」第142 潜航 の概要報

告として，潜航調査の目的，潜水舶からの観察事

項と採取された岩石の記載を主な内容とする。採

取試料の化学分析等は現在実施中であるので，そ

の結果は別途報告したい。

j52

２　 潜航調 査の目的

2.1　マリア ナ・トラフ北部 の拡大過程に閼

する従来 の研究

地質調査所で は1984 年 からIS9 年に かけて， 海

Ｓ 執水活梟 研究 の一環 として， 自嶺丸を用いて伊

豆 ・小笠原弧及び マリア ナ・ト ラフの淘底地質 ・

地球物理学的調査を実施 した（成 果につ いては，

地質霹杳所月報 の特 集号Ｖｏ１.42（1991 ）Ｎ０.12.

Vol.43  (1992)  Nos.4&7 の各論文 を参 照 ）。 北

部 マリア ナ・ト ラフにお いては，北緯20 度以 北に

つ いて ２～ ４マイ ル問隔 の測線で，測深， シｙグ

ルチャ ンネル音波探査，重力異常，地磁気異常 の

観測を行い， さらに熟流最測定 やトレッ リによ る

岩石採取を実施 した。そ の結果。北部マ リア ナ・

ト ラフの22 °Ｎ以北 はリフティ ングの状態 にあ り，

トラフ底 は断層で 切られ た鳥弧地殻からなると考

えられること， リフトは非対称な構造を持ち， ト

ラフ東縁 が地殻 の伸張 一雨 化の集中する りフト 軸

とな ウて いるこ とが明かになった（図1 ）（Ｙａｍａ-

ｚakietal｡1992) 。

北緯22 °以 南では， 北北西 一南 南東 走向 の縞状

の磁 気 異常 か存 在 す る。 山 崎 ほ か （1992 ），

Ｙａｍａ２ａｋｊ et al. （1993 ）は， 音 波探 査に よる地

質構造 とあわせて。 この縞状異常を海洋底 拡大に

よって生産された海洋地殻 の磁化に起因 すると解

釈し た（図 １）。こ の解釈によ れば， マ リア ナ・

｝ラフの20 °～22 °Ｎで は3.5Ma こ ろに 片側拡 大速

度約 ２ｃｍ／ 年で 海底 拡大 を 間 始 し， 現 在 は約
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図l　jﾋ 鄙 マ り ７ ナ ・ 卜 う フ の2(y･ Ｎ か ら24 °Ｎ の 地 形 及 び 構 造 の 概 略 。 等 深 線 は500m 間 隔 。 水 深4,000m 以 深 に は 影 を

つ け て あ る 。 等 深 線 上 の 太 数 字 は 水 深( ｘl,e00) 。 北 緯22 °以 北 の 二 皿 纖 は ， 現 在 地 殻 の 仲 張 ・ 同1ﾋ の 集 中 し て

い る り フ ト 軸 の 位 置 を 示 す 。 太 破 繚 は 磁 気 異 常 及 ぴ 地 質 構 造 か ら 椎 定 し た 淘 底 拡 大 軸 の 位 置 を 示 す( Ｙａｍ ａｚaki

el al. ，1993) 。 二 皿 丸 は 「 し ん か い6500｣ 第M2 潜 航 の 位 置 を 示 し。 そ こ を 酒 る 直 聹 は図 ２ に 示 し た 音 岐 探 査 記

仰 の 位 置 を 示 す 。

Pig.  1 Simplified topography and tectonic setting 01 ihe northern Mariana Trough fl･cm 20 ° t0 21 °Ｎ.

Contours are ａt 5 叩 ｍ intervals. Shaded areas are deepo ｒ than 4,0C}Om.B01d｢numbers on t ｈｌ

contours ｅｒｅ depths ( ×1.000m). Ｄｏｕble lines north o1 22 °Ｎ ｉｎｄｉｃａｌｅ the rirt AXIS where ｃrｕstａｌ

extension is ｃｏｎｃｅｎ１｢aled.  Bold dash lines are tlle posilicn of spreading ｃｅｎtｌｒｓ inle ｒｒ杷d from

ｍａｇぽletic ljnealjon ｓ and ｇｅｏｌｏｇｉｃａｌ ｓl】･ｕclｕrｅ( Ｙａｍａｘaki ei al. ，1993). Ａ ｄｏｕb 】e circle is the

location ｏr dive 1 142 0r submersible ‘IShinka1 6600' ， ａｎｄ ａ line crossing il is the position ｏrthe

seismic ｐｒofile shown in Fig. 2.

Proc. JAMSTEC Symp. ＤｕpSeaRes. （1993）
153



ｌ ｅｍ ／ 年 で 拡 大 し て い る 。 そ し て ， 島 弧 地 殻 の

リ フ テ ィ ン グ か ら 海 洋 地 殻 の 組 織 的 な 生 産 に 移 り

変 わ る の が22 °Ｎ 付 近 と い う こ と に な る 。

一 方
≫
 Martinez ｅt al. （1992 ） は ， 組 織 的 な 海

洋 地 殻 の 生 産 の 開 始 は ， さ ら に ト ラ フ の 幅 が 広 が

る20 °Ｎ 以 南 で あ り ，20 °～22 °Ｎ の ト ラ フ 底 は 依

然 主 に 高 弧 地 殻 か ら な る と 考 え た 。 彼 ら は 繽 状 の

磁 気 異 常 の 原 因 を ， ト ラ フ 東 罧 部 に 固 定 さ れ た リ

フ ト 軸 に お い て 島 弧 地 殻 の 断 層 に 沿 ・ て 起 こ る 火

山 活 動 に よ る 貫 入 岩 ・ 溶 岩 に 求 め た 。 リ フ テ ィ ン

グ が 進 行 し て 地 殻 が 伸 張 ・ 薄 化 し て 広 が っ て い け

ば ， 古 い 貫 入 岩 ・ 溶 岩 ほ ど リ フ ト 軸 か ら 離 れ る た

め ， 見 か け 上 梅 洋 底 拡 大 に よ る 縞 状 磁 気 異 常 と 似

た 磁 気 異 常 を こ の メ カ ニ ズ ム に よ り 作 る こ と は 可

能 で あ る 。

上 記 の ２ つ の モ デ ル の 相 違 は ， 島 弧 地 殻 の 伸 張 ・

傳 化 が ど れ だ け 進 ん だ 段 階 で 海 洋 地 殻 の 組 織 的 生

産 が 開 始 さ れ る の か ， リ フ テ ィ ン グ か ら 海 洋 底 拡

大 へ の 移 り 変 わ り は ど う な っ て い る の か ， と い っ

た ， リ フ テ ィ ン グ の テ ク ト ニ ク ス を 理 解 す る う え

で 極 め て 重 要 な 問 題 を 含 ん で い る 。 こ れ ら ２ つ の

モ デ ル を 磁 気 異 常 か ら 区 別 す る こ と は 困 難 で あ り ，

ト ラ フ 底 を 構 成 す る 地 殻 の 岩 石 を 採 取 し 研 究 す る

こ と が 必 要 で あ る 。 こ の よ う な こ と か ら ， 本 潜 航

調 査 の 主 な 目 的 を ， ト ラ フ の 基 盤 を 構 成 す る 岩 石

を 採 取 す る こ と に 置 い た 。

2.2 潜 航 調 査 地 点 の 選 定

上 記 の 目 的 の た め に は ， 基 盤 岩 か 露 出 し て い て ，

基 盤 形 成 後 の 火 山 活 助 に よ る 影 轡 が 少 な い 場 所 を

選 ぷ 必 要 が あ る 。 近 年 の 海 嶺 に 関 す る 詳 し い 研 究

に よ り 。 海 底 拡 大 軸 は ， さ ま ざ ま な ス ケ ー ル の 不

連 続 に よ り セ グ メ 冫／卜 化 さ れ て い る こ と が 知 ら れ

て い る 。（ ｅ.窰. Ｍ ａｃｄｏｎａｌｄ ｅt.al･ ， 1988 ）。 一 般 に ，

海 底 拡 大 軸 に 沿 っ て セ グ メ ン ト の 中 央 か ら 境 界 に

向 か っ て 水 深 が 大 き く な る が ， 東 太 平 洋 海 膨 の よ

う な 拡 大 速 度 の 大 き な 海 嶺 で は ， こ れ は マ グ マ の

供 給 量 の 途 い を 示 し て い る と 考 え ら れ て い る 。 マ

リ ア ナ ・ ト ラ フ を 含 む ， 大 西 洋 中 央 海 嶺 で 代 表 さ

れ る よ う な 拡 大 速 度 の 小 さ な 海 底 砿 大 系 で は ， マ

グ マ 供 給 量 が 小 さ い た め ， 構 造 的 な 変 形 が セ グ メ

;／卜 化 の た め に よ り 重 要 な 役 割 を 果 た し て い て ，

下 部 地 殻 か 露 出 し た ハ ー フ ・ グ ラ ー ベ ン 状 の 構 造

を し ば し ば 示 す と 考 え ら れ る(Muttei･and  Karson,

1S4

1992)。

地質調査所の鯛査により，北緯21 °付近のトラ

フ中央部には，拡大軸の近くとしては屓常に深い，

水深5,300m に達するグラーペ ンが存在す ること

が明 かにな･つていた( 図 １)。 音波探査記録によ

ればこのグラーベンは非対称な断面を示し，東側

を画する断層は比高1,500m 以上の急斜面 となっ

ている( 図 ２)。従って，この グラーベン付近は

火山活動より構造変形が卓越しており， この断層

崖にはマリアナ・トラフの地殻下部を構成する岩

石が露出している可能性が高いと考え。 潜鉛！II査

地点に選んだ。

･こ･のグラーベン付近 は磁気異常の振幅が特に小

さく，縞状磁気異常の同定は容易ではない。山崎

ほか(1992). Ｙａｍａzaki at ａ】｡(1993) の解釈で

は，ここは一種のセグメント境界にあたり，グラー

ベンの両側で拡大軸が重複していて，西側の拡大

軸から東側の拡大軸へのリッジ・ ジャンプの過程

を 見 て い る も の と 考 え ら れ る( か つ て は

20°35' N付近のトランスフォーム断層で拡大 軸が

ずれていたが，東側の拡大軸が北ヘプロパゲート

するようになった)。磁気異常の振猖が小さ いこ

とは，マ グマの供給量が小さいことを反映してい

るものと思われる。磁気異常に基く，潜航調査地

点付近の海底の推定年代は約1.5Ma である。

３　マルヲ･ナローピームによる海底地形調査

潜竝回 査地点周辺 の梅底地形は，極めて複雑で

ある。地質調査所による調査では，密な測線（ ２

マイル間隔）を配置し海底地形 の概要を明 かにし

たが， ナローピー厶でない従来型の測深装置の限

界により，群細な地形は不明であった。今回，潜

航調査の事前及 び事後の夜間を 利用して， 母船

「よこすか」に搭載のマルチナローピーム測深装

置（古野電気製）により，潜水地点付近及びその

南東方の精密海底地形調査を実施した。測線は主

に東西走向， ５マイル間隔であり，総延 長約170

マイルである。得られた海底地形の概略を図 ３に

示す。船上のモニ ターの原記録では50m の等深線

が亨苗かれているが，外側 のビ ームがしばしば雑音

を抬ったため，とりあえ ずこれらを手作業で除き，

250m 間隔の等深線を引 いた。 より正確な地形図

を作成するためには，瞋気テープに記録されてい
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図 ２ 「しんかい6500 」第142 潜 譱 の調査地域付近を瞋切るシングル・チャンネル音険探査記録。矢印 は潜航調査を行･3

た範囲を示す。測線の位皿は図１に示す。

Ｆｉｇ.2　A ｓｉｎｇｌｅ-ｃｂａｎｎｅｌ seismic reflection profile across study ａrea 01 di ｖe 1 142 0f “Shinkai 鉐0011.

An  arrow  indicates the ｓtｕdｙ area. ？he posit ｉｏｎ ｏｎ ｈｉｓ line is indicaled in Fig. 1.

図 ３｢ よ こ す か｣ の マ ル チ ナ ロ ー ピ ー ムに よ る 測 深 結 果 に 基 く ， 潜 航 調 査 域 周 辺 の 淘 底 地 形 概 略 。 等 深 線 は250m 閾

瞞 。 等 湶 線 に 付 し た戡 字 は 水 深( ｘl,000m) 。 矢 印 は 潜 航 調 査 の 場 所 を 示 す 。

Fig ＼ 3　Simplified t ｏｐ()ｇｒａｐｈｙ around Ihe diving ａｒｅａ ｂａｓ鬯ｄ ｏｎ bathymetry using ａ m  u 1 ti- n arrow-  beam

echo-sounder installed in mother-ship l ‘Yokosuka". Contours ａｒe at 250m in18 ｒりals.  Bold

numbers allached 恥t ｈｅ contours ａre deplhs ( ｘl,000m). Ａｎ ａｎｌｏ丶ｖindicat ●ｓ lh ● diving ａrｅａ，

Proc.  JAMSTEC Symp. Ｄｅｅｌ］Ｓｅａ Res. (1993)
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るディジタル・データに基づいてノイズ除去を行

うことが必要であり，今後そのような処理を行う

計画である。

新たに得られた海底地形図は，地質調査所のデー

タに基づ く地形図と比較して大きな変更点はない。

しかし，マイナー・リ。ジ／トラフの走向や延長

がより明確にな･・た。 リッジ／トラフは走向方向

に20km 程度連続しているものが多い。潜航調査

地点付近の崖は北北西一南南東走向であるが，東

方及び南方に向かって，北辺1－南東方向になって

いく傾向 にある。潜航調査地点を含むグラーベン

の最大水深は5,350m に違する。 リッジートラフ

の比高は，潜航調 査地点付近が約1,500m と最大

であり，傾斜も最も急である。その他の場所の比

高は1,1100m程度である。北緯加゜35'付近ですべ

て のリッジが不連続となっており，ここには東西

走向のトランスフォーム断層の存在が推定されて

いる( 山 崎 ほ か，1992 ； Yamazaki et al..

1993)。

4　 第142 潜航

「しんかい6500 」第142 潜航は，1992 年９月16日，

潜水 船蚣 長小愈訓，船長補佐牧 哲司，観 察者山崎

俊嗣 によ り行 われた。

着底 地点 （20 °53.88’Ｎ，143 °26.39' E, 水 深

5.296m) は崖 の最 下部 の傾 斜地で あ り， 堆積物

（赤色粘土 ）の上に礫 が散在 してい た。ここ から，

急斜 面に沿 って上昇しながら観察 を行 った。離底

地点（20 °54-01'N, 143 °26,79’Ｅ， 水 深4,638m ）

まで， 東北 東方向 に水 平距 離で 約750m 航 走す る

間に約660m 上昇 した。 従 って， 観察 を行 った斜

面の平 均傾 斜 は約40 度 と極 めて急 であ る。 水 深

5,200～5,07｛｝ｍ付 近及 び4,750 ～4,640m 付近 は特

に急斜 面に なって いるよ うで，岩石の露出がよく，

Ｍａｓｓjｖｅな産状を示す露頭が見 られ た（写真 １ ）。

枕状岩 石のよ うな溶 岩流を 示す産状の岩 石は観察

されな かった。 水 深5.185m の地 点で 全く発 泡 し

ていない緻密 な玄 武岩 を， 水 深4,650m の地 点で

ドレ ライトを採取 した。こ れらのことから，この

崖に は予想どおり地殻のや や深い部 分が露出 して

いる ものと考えられ る。採 取し た岩 石の記載は次

章に まとめてある。 なお，水 深5,100m 付近 で は，

崖の走向に平行に走 る亀裂 （幅２～ ３ｍ，深 さ及
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び延長は不明）が観察された。一方，水深5,070

～4,750m 付近は，堆積物 （赤色粘土） に覆 われ

ているところが多く（写裏２），やや傾斜が緩く

なっていると思われる。従って，急創面とやや緩

斜面が繰り返しているものと推定される。水深5，

061m の地点で軽石を，水深4,794m の地点 でデイ

サイトを採取した。

潜航調査を行ったグラーベンでは，バクテリア

の異常により熱水活動の兆候があると報告されて

いるが（三田ほか，19e9 ），本潜航調 査では熱水

活動，あるいは熱水活動を示唆するような生物は

観察されなかった。採取された岩石には鉄マンガ

ン酸化物の被覆が見られるが，すべて水波のもの

である。

５　 岩石 記載

第142 潜航 で採 取され た岩 石 の肉 眼 及び 薄 片に

よる観察結果を以下 に記述 する。

｛1｝ 試料 鰾 142-1

・採取位置　20 °53.93  ̂N, 143 °26.j14″ Ｅ （ 東京

測地 系）

・水　 潼5,195m

・サ イ ズ（ｃｍ）30XIgX10 ， Ａｎｇｕlaｒ ； 鉄

マ ンガ ン酸 化物 の被覆 約5  mm

・無庭晶質玄武岩 （写真 ３）。 発泡 して いない。

主に斜長石，単斜 輝石 から絹 成 され，極 細粒

の不透明鉱物が わずかに含ま れる。 二次鉱物

として ク リノゾイサイトの脈 があ る。一 部に

元来 ガラ ス質であ っ たと思われる部分があり，

そ の近くで は斜長 石は燕 尾状 （ｓｗalloｗ tail

ｓtrｕetｕｒｅ）を して い たり， 斜 長 石 の 周囲 を

羽毛 状～ 樹枝状 の単斜岬 石が とり まいて い た

り する。こ のよ うな特 徴は， 急冷を受 け たこ

とを 示す と考え られる。 ガ ラスそ の物 は脱 八

リ化し，細粒 の桔晶質物 質に変わ ってい る。

鷄述 のク リノゾイサイ ト脈 はこ の「 ガ ラス 」

質部 分に存 在する。

｛2｝ 試料 鰾142･2

・採取位置20 °53.95'N,  143 °26.51' E

・水　 深5,061m

・サ イ ズ20 ×20 ×18,  Sub-angular ； 鉄 マ

ンガ ン敵化物 の被 覆　 約 ７ｍｍ

・普通 角閃石 デイ サイト質 軽石。 斑晶 として淡

Proc. JAMSTEC  Symp.  Deep Sea Ｒｅs. （1993）



緑色ホルンブレンド，斜長石及び不透明鉱物

(鉄鉱) を含む。

咄 試料1142-3

・採取位置20 °54､00″Ｎ，143°26.70'Ｅ

・水　 深4,794m

・サ イ ズ16 ×13×9. Ａｎｇｕｌａｆ；鉄マンガ

ン酸化物の被覆 約５ｍｍ

・単創岬石デイサイト。多くの鞴粒な捕獲岩片

(径４ｍｍ以下) を含む。捕擾岩片 は再結晶

しており原岩の構造はほとんど残っていない

が， かんらん石斑晶と考えられる仮像が見ら

れることから｡ 玄武岩のものが多いようであ

る。風化・変質が著しい。

C4} 試料ft 142-4

・探取位置20 °54.04' N, 143 °26.79'E

・水　 £|S 4,650m

・サ イ ズNX14 ×8. Ａｎｇｕlaｒ；鉄マンガ

ン酸化物の被覆　ｌｍｍ程度

・単釧押石かんらん石ドレライト( 写真４)。

棡成鉱物は，かんらん石，単斜岬石，斜長石

及び鉄鉱であり，カンラン石はすべて変質し

て泱緑褐色の粘土鉱物になっている。サブオ

フィティック構造を示す。斜長石と単剥輝石

とｶ 嗷 封状に平行連晶している場合がしばし

ばある。

６　考察と課題

今回の潜航調査ではドレライトが採取されたこ

とで，トラフの基盤を構成する岩石を採取すると

いう目標を達成したと考えられる。今同!・盜を行っ

た崖は急顏斜かっMassiv 。であり，現地性の岩石

を採取するよう努めたつ もりではあるが，‘･採取

可能な岩石 ’Iは崖の上部から崩落してきた転石で

ある可能1生は十分考えられる。採取された岩石の

うちでは最も地殻の深い部分を構成すると考えら

れるドレライトが，水深の最も浅い地点で採取さ

れたことは， 水深4,640m 以深の地殻はドレライ

トからなり（さらに深くなるに従いガプロ筍の深

成岩となるかもしれない），水深4,640m 以深から

採取された岩石(#142-1,  2.  3) は上部からの

崩落物であることを示唆している。

玄武岩質捕硬岩片を多数含むデイサイ｝（IS142-

3）が採取されたことは， バイモーダルな火山活

Proc. JAMSTEC Symp. Ｄｅｅｐ Ｓｅａ Res. (1993)

動の存在を示唆している。トラフの基盤が海洋地

殻か島弧地殻かの結論はドレライトの化学分析結

果を待たなければならないが，たとえ海洋地殻か

らなるとしても，馬弧地殻の断片がトラフ中央部

にもかなり残されていることをこのデイサイトは

示唆している。

断届崖の潜航調査から，このハーフ・グラーベ

ンを作りた構造運動はやや古いものであり，現在

は活動的でないと考えられる。それは，採取され

た岩石には比較的厚い鉄マンガン酸化物が付着し

ていること，崖は急斜面にもかかわらず堆積物に

覆われていることから判断される。

採取された岩石のうち比較的変質の少ない，玄

武岩（ ＃142-1）とドレライト（ ＃142･4）につい

て現在，化学分祈（主要元素，微量元素，希土類

元素），同位体比測定，年代測定を進めている。

これらのデータがそろえば，鳥弧地殻か海洋地殻

かの区別，さらにマリアナ・トラフの拡大過程に

ついての新たな知見が得られるものと考えられる。

また，磁気異常データの解釈の精度を上げるため，

これらの試料についての岩石磁気学的分析も予定

している。

本潜航調査で観察を行ったような，急斜面かつ

Massive な産状の崖において現地性の岩石を採取

することは非常に難しい。潜水船用の小型ド リル

を開発することができれば，潜水調査船の鯛査能

力 がさらに飛躍的に向上するであろう。
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写真１　Massiveな産状の露顛からなる急斜面。水深
5,０７０ｍ

Photo  1　84]arp showing  massive outcrops, Depth
S,070m.

写 典 ３　 玄 武 岩 （ 試 料 ・142-| ） の 偏 光 顕 微 鏡 写 真 。 写

真 の 髱 が 約1.4mm

Pholo ３　Photomicrograph of ａ ｂａsa11 （ Ｓａ ｍｐｌｅ

Ｎｏ,M2-1 ）.Ｓｃａｌｅ : ｗidlh of lhi ｓ ｍｉｃrｏ･

ｇｒaph IS ａｂｏｕ1 1.4mm.

Proc. JAMSTEC Symp. Ｄｅｅｐ Sea Res. （1993）

写真 ２ 堆積物（赤色粘土）に覆われた斜面。水深

4,邸Om

Pholo 2　Steep slope covered with sediments （ｒｅｄ

ｃｌａy ）.Ｄ印lh4. 湧Om.

写 真 ４　 ド レ ラ イトC 試 科 ＃142･4) の 偏 光 顕 徹 鏡 写 真 。

ス ケ ー ル は 写 真 ３ と同t 。

Photo  4　 Ｐｈｏtｏｍｊｃｒog ｒaphofadole ｒi!e( Ｓａｍｐｌｅ

Ｎ０.142-1).Scalei ｓlhe ｓａｍｅａｓPholo3.
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